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　今年の十月から消費税が８％から10％に引き上げられ
ます。つまり、百円ショップで一つ買ったら百十円も支
払わなくてはいけなくなります。いやだなと思い、税は
どんなことに使われているのだろう、ムダなく使われて
いるのだろうかと不思議に思い、インターネットで調べ
てみました。国の税金の使い道の主な５種類は、社会保
障関係費、国債費、地方交付税交付金、公共事業関係費、
文教及び科学振興費です。この５種類の内３種類、社会
保障関係費、国債費、地方交付税交付金が全体の７割強
をしめているそうです。
　もしも税金がなくなったらどのような世の中になるの
かを考えて見ました。会社で働いた給料は年金や社会保
険料などが差し引かれないのでそのままの金額がもらえ
ます。コンビニなどで食べ物などを買っても消費税を払
わなくてもいいので安いです。しかし、風邪をひいて病
院に受診すると保険証がないので高額な医療費と薬代を
支払わなければなりません。つまり、医療を受けること
ができるのはお金持ちだけです。税金のない世の中では
救急車を呼ぶのにもお金がかかるし、重い病気にかかる
と高額な医療費がかかるので死ぬしかありません。町で
犯罪者を見かけても警察を呼ぶのにもお金がががるので
誰も通報しないので犯罪者は増える一方です。警察は営
利目的で動くようになります。公務員は会社員となり、
学校の先生は塾の先生のようになります。教科書や机や
椅子やボールや教師の残業代は保護者の自費となります。
つまり、学校に行ける子どもの数は減り、勉強をするこ
とはぜい沢なことになります。図書館は有料化が進みま
す。道路はガタガタになり、整備されなくなります。気
になった人が道路を整備すればいいという世の中になり
ます。議員がいなくなり、政治の政策や決め事が進まな
くなります。65才を過ぎた老人は、年金がなくなるので
全て自己責任で生きていくこととなります。このような
世の中でいいのでしょうか？やはり税金がなくなった世
の中では混乱するので、消費税が８％から10％に引き上
げられても仕方がないと思います。しかし、税金を有意
義に使ってほしいという気持ちは変わらないので、私に
今できることを考えました。それは、選挙です。平成28年
から選挙権の年齢が20才以上から18才以上に引き下げる
法改正が施行されました。私は、あと４年後から選挙権
があるので、マニフェストをよく読み、理解をして選挙
に行きたいと思います。そうすることが、税金のムダ使
いをなくす一歩になると思います。テレビで議員の汚職
事件を目にすることがあります。とても残念な気持ちに
なります。国会の大切な会議で寝ている議員がいます。
国会まで行くのにムダなタクシーを使う議員がいます。
悲しい気持ちになるのでそのような事がないように選挙
で正しい人を選びたいと思います。

　私は今まで持病の為に何度も入院したことがあり、今
年の春も何度目かの入院をし、手術を受けた。手術を受
けるとなると、その前にも後にも検査などを細かく受け
る必要がある。ちょっとした体調の変化をも気を使って
必要となったら、検査や診察をしてもらい、退院しても
なお、月に何度か病院に行き、血液検査や投薬もする。
そうやって今まで最善の治療をさせてもらってきた。そ
れにはもちろんたくさんの費用がかかる。医療には多く
の税金が使われていると少し前から分かっているけど、
あまり深く考えようとはしなかった。何に使われている
のかと思うけど、調べてまで知ろうとは思わなかったの
が現状だった。
　私たちの暮らしに一番欠かせないものは、社会保障費
であろうと思う。これは私たちの生活を守るためのセー
フティネットの役割を果たしているものである。社会保
障には、医療や年金、介護に使われている。私は特に医
療費についてその恩恵を多く受けている。税金の約30
パーセントを社会保障費に使われている。それにより病
院での自己負担が3割だけでいいそうだ。私の場合は、
難病指定されているので一定の負担額で済む。私はそれ
によって費用の負担の心配をする必要もなく、病気に立
ち向かうことができたのだ。もしこの医療制度がなかっ
たら、注射一本打つときやレントゲンを撮るたびに、そ
の費用の心配をしなくてはならなかったら？私は今まで
元気でいただろうか。税があるおかげで、元気に暮らせ
ているということはありがたいことだと改めて思った。
小学生の時に、特別授業で税金の話を聞いたが、その時
はあまりピンとこなかった。しかし税についての知識も
少し増えたことで、税や社会保障制度の在りかたにあり
がたさを感じた。
　私は今まで手厚い医療に助けられてきた。これがしか
し私自身は病気にどう戦うかに必死で、税金によってま
かなわれているということにさほど気にしてもいなかっ
た。今年も私は入院したが、費用負担の事を考えること
なく安心して治療を受けられた。これは世界中がそうい
うわけではない。海外では検査をする時や、薬を飲むこ
とも多額の費用を自分で負担しなければいけないそうだ。
こう考えると、日本の医療制度があるということはとて
もありがたいことだと思う。
　私たちは多くの税金を納めなければいけない。今年の
10月から消費税が10パーセントに上がることは本一冊買
う度に、私たちも税を納めなければならない。しかしそ
れにより、誰かの未来が少し保障されるのだとしたら、
後ろ向きには考えずに、前向きに考えていくのも悪くな
いのではないかと思った。誰もがいつ何時なにが起こる
のかわからない。そのもしもの時に、費用の心配をせず、
病気に立ち向かうことができる。この制度はなくしては
いけないのだと思う。
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中学生の　税についての作文

東海税務連絡協議会会長賞

社会からの恩恵
亀山市立関中学校　　３年　廣田　万葉

三重県教育委員会賞

税の大切さ
亀山市立関中学校　　３年　豊田　れのん
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　税金はできたら払いたくないのが普通の考えだと思い
ます。商品を買った時、税金が上乗せされ価格が高くな
ります。以前私の両親も家や車を買った時、税金は高い
と言っていました。税金についてどのように使われてど
のような結果をもたらすのか興味がわき色々と勉強しま
した。税金の種類は国税、地方税、間接税があります。
消費税の税率は現在８％ですが令和元年10月１日には10
％に予定されています。少し負担が増しますが税金によ
って支えられる事や皆の生活を維持するための事と考え
我慢しなければなりません。日本は日本国憲法に定めら
れている義務教育について当たり前のように考えられて
いますが毎日通う学校の校舎の維持管理、教職員の人件
費、教材等多額の費用が発生しています。それらは税金
の配分があるからこそ成り立っている訳で無視すること
はできません。また、全世界を見渡せば学校も粗末で充
分な教育も受けられない国も多数あると聞いています。税
金の中でも私達が直接肌で感じる税として消費税があり
ます。誰でも品物を購入する度に現在８％の税が上乗せ
されています。消費税の意義に関しても参議員選挙では
各党の代表者が議論されました。消費税の廃止、５％に
減税、現状維持、10％に増税等各政党により公約が違っ
ています。しかし世界主要国を見渡しても特に欧州地域
は20％以上もの消費税を徴収している国も多数あり決し
て高い数字では無い事が分かります。消費税の目的は年
金・医療介護等の社会保障を充実させるために必要であ
り、現在問題となっている少子化対策にも配分される事
となっています。今後ますます高齢化社会に向かう日本
では社会保障への税負担が大きくなる事が予想されます。
高齢化社会において誰もが充実した人生を送るようにす
る事が最も大事だと考えます。税金を納める事は国民の
義務であり避けて通る事はできません。確かに不合理に
感じる事もありますが私達の日常生活面から考えるとい
つでも飲める清潔な水道水、通学するための道路、その
道路の安全を守る警察、緊急時の救助をする消防等私達
の見えないところで税金は使われています。今、不自由
なく学校生活が送れるのも日本国民の税負担があればこ
そだと思います。その面に関して日本の法律にとても感
謝しています。また、税を納めることについてもう一度
考え、日本の将来のために考えを改めていきたいと思い
ました。

鈴鹿税務署長賞

祖母の入院から学んだこと

鈴鹿税務推進協議会長賞

税金によって支えられる事

　「おばあちゃんが倒れた。」学校から帰ってきた私に、
母が慌てふためいた様子でそう言った。今年の一月のこ
とだった。その後祖母は入院した。だが、幸いにも重い
病気ではなかったので、二週間程で無事退院することが
できた。そして現在は以前と変わらない元気な祖母だ。
　私はこの出来事をきっかけに、「税金」というものへ
の見方が大きく変わった。今までは税金に対して良い印
象を持っていなかった。なぜならお金を払ってばかりい
る印象があるからだ。母が「所得税、こんなに取られる
んかぁ。」とつぶやいているのを聞いたり、納める税金が
書かれた紙とにらめっこしているのを見たりしたことが
ある。また、私も何かを買う度に消費税を支払っている。
「税金は国民の生活に役立てられている」そのことは頭
では分かっていたものの、本当に自分の生活に役立って
いるのか全く実感が湧かなかった。そんな私だったが、
今回の祖母の件で、今では税金はなくてはならない大切
なものだと思うようになった。
　入院するには実際は非常にお金がかかる。しかし年金
暮らしの祖母でも負担できるような金額で入院し、治療
を受けることができた。そして退院して、今まで通りの
生活を送っている。それは、税金によって祖母の治療費
の一部が免除されたからだ。私はこの時初めて、祖母を
元気にしてくれた「税金」という存在の大切さを知った。
　このことをきっかけに「支払っている税金」だけでは
なく「税金によって暮らしが便利になっていること」の
方にも注目するようになった。そして分かったことは、
税金のおかげで日々の暮らしは成り立っているというこ
とだ。無料で学校の授業が受けられる、子供の医療費も
無料になるということの他にも、舗装された道路を歩け
ることや、信号を見て安全に横断歩道を渡れることも税
金があるからできることだ。税金によってなされている
サービスはまだまだたくさんある。今の便利な生活が当
たり前になっていたために、私も税金によるサービスを
受けている国民の一員だということを忘れていた。日々
の生活も税金があるからこそ成り立っていたのだ。
　祖母の入院を機に税金の大切さを知り、また自分の生
活にも深く関わっていたことを学んだ。以前は税金に良
い印象を持っていなかったが、今ではもうその考えはな
い。祖母の入院はみんなの税金によって支えられ、祖母
は助かり、私や家族はとても嬉しかった。このような経
験をした人は他にもいると思う。税金を支払うことは、
お互いの支え合いにもつながっている。私はそのことに
気づき、これからは気持ち良く税金が支払えそうだなと
思った。と同時に、大人になったら一生懸命働いて税金
を納め、私も誰かを支えられる人になりたいと思う。

鈴鹿市立天栄中学校　　３年　川口　陽菜乃 鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校　２年　松本　煌世



税金の自然さに流されない 消費税率の高い国と日本
鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校　１年　伊藤　菜々花 鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校　２年　草深　日花里
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　私たちの身の周りには、税金で支えられているものが
たくさんあります。まずは、もし税金がなかったらどう
なるのかということを述べていきます。
　まずは警察を例に考えます。犯罪を未然に防ぐことが
できる警察があることで、私達は安心して日々の生活を
送ることができます。もし警察がいなかったら、犯罪率
は上がります。そうなると、自分達で何とかしないと治
安の維持はできません。しかし、私達はプロではないか
ら、一から治安維持のことを学び活動していく為には、
税金分を稼ぐために働くよりも、多くの時間をかけつつ
も、本物の警察には遠く及ばない成果を出すのみとなっ
てしまいます。そう考えると、税金を納めずに苦労する
よりも、一定の額を支払うことで何倍もの成果を得られ
る納税は、非常に効率のいい行為だということがわかり
ます。
　次に、税金によって私達が支えられていることについ
て、具体的にどのようなものがあるかについて述べてい
きます。警察については述べましたが、他には消防や救
急があります。生命の存続に関する機能は必ず必要です。
だから、税金により専門的な訓練を行うことが重要でし
ょう。それ以外にも、道路の維持などもあります。たま
に横断歩道の白線が薄れていたり、道路に穴が開いてい
ることがあります。税金を納めていなかったら、誰も直
してくれません。自分達でやるとしても、相当な苦労が
かかります。税金があるからこそ壊れた道路をすぐに直
すことができるのです。税金はこのように、私達全員が
納めることによって、高度で公平なサービスを受けられ
る仕組みになっているのです。
　そして、良くできているのが納税の仕組みです。自分
から意識することなく、自然と納税をしています。身近
なものとしては消費税があります。買い物をしているつ
もりで、一緒に納税もしています。これを搾取という人
もいるようですが、自分達のためになっている税金を、
不足なく納める為によく考えられていると感心します。
もし自分で納めなければいけないとしたら、たまたまお
金がなかったり、忘れていたりして、払わないことがあ
るかもしれません。
　このように、自然と納税し、自然と公共サービスを受
けられるのは素晴らしいことです。しかし、これを当た
り前とは思わず、税の使い道をしっかり理解することも、
納税者には必要ではないかと考えています。

鈴鹿税務連絡協議会長賞 鈴鹿納税貯蓄組合連合会長賞

　税金は、日本の社会を支えるお金であり、国民が快適
に生活するための大事な仕組みです。私達が毎日使う道
路は税金で作られているし、ごみの収集や救急車、消防
車も税金によってサービスを行っています。他にもたく
さんのサービスがあり、普段は当たり前だと思っている
ものも、税金が無くては利用できません。だから、私達
が税金を払うことは、自分たちの生活がより一層豊かに
なるということです。
　税金には様々な種類がありますが、中学生の私にとっ
て一番身近なのは消費税です。最近、消費税が10パーセ
ントになることについて多くの意見が飛び交っています。
私は、増税には賛成です。増税することは、デメリット
だけではないのです。また、他国では、高い消費税率に
よって福祉が充実している国もあります。そこで、私は
消費税の高い国とその福祉について知りたいと思い調べ
ました。
　調べてみて、まず驚いたことが、今まで高いと思って
いた日本の消費税率は、世界の国々と比べるととても低
いということです。世界で消費税率の一番高いハンガリ
ーは27パーセントで、それに続きアイスランドやスウェ
ーデン等が25パーセントを超えています。日本の３倍ぐ
らいです。このような消費税率の高い国では、どのよう
なサービスがあるのか気になりました。スウェーデンは
社会福祉が充実していると聞いたことがあったので、ス
ウェーデンの福祉を調べました。すると日本では考えら
れないようなサービスがありました。まずは、医療費に
ついてです。スウェーデンでは医療費は18歳以下が無料
で、成人でもほとんどかからないそうです。無料という
ことは、国民全員の医療費を国がまかなえるということ
です。国民みんなが健康で安心して生活できます。次は、
学費です。なんとスウェーデンでは小学校から大学まで
の授業料が無料だそうです。日本では、小学校から中学
校までは負担していますが、高校、大学まではしていま
せん。これが、消費税率の違いによる福祉の差だと思い
ます。
　消費税率が高い国の国民は、たくさんの消費税を払っ
ていて大変そう、と思うかもしれませんが、払った分だ
け、社会福祉として国から提供されています。だから国
民は消費税率が高くても納得し、消費税を払っているの
でしょう。このような例から、私は増税に賛成です。そ
して今よりも充実した社会ができて、国民全員が増税に
対し納得できるようにしてほしいです。
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銀
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亀山市立野登小学校
６年　原田　愛菜

金
　
賞

銅
　
賞

鈴鹿市旭が丘小学校
５年　澤田　あかり

亀山市立井田川小学校
６年　小倉　美咲

亀山市立亀山西小学校
６年　植田　陽莉

鈴鹿市立飯野小学校
６年　城山　瑠花

鈴鹿市立清和小学校
６年　西森　美紘

亀山市立川崎小学校
５年　松村　芽依

亀山市立亀山東小学校
６年　岡安　七海

鈴鹿市立旭が丘小学校
６年　河野　優海

鈴鹿市立稲生小学校
５年　愛　　麗

鈴鹿市立箕田小学校
６年　伊藤　夢乃

鈴鹿市立神戸小学校
５年　川井　美紅

亀山市立関小学校
５年　宮﨑　優衣

小
学
生
の
　

税
に
関
す
る
習
字

鈴
鹿
税
務
推
進
協
議
会
長
賞

鈴
鹿
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

鈴
鹿
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

鈴鹿市立郡山小学校
６年　勝野　陽斗



税
金
は
　
あ
な
た
の
笑
顔
　
守
り
ま
す

亀
山
市
立
中
部
中
学
校　

 　

１
年　

直
江　

諒
治

鈴
鹿
市
立
鼓
ヶ
浦
中
学
校　
　

１
年　
水
原　

聖
莉
奈

税
金
は
　
あ
な
た
の
未
来
の
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

鈴
鹿
市
立
平
田
野
中
学
校　

 　

１
年　

杉
野　

心
音

銀　賞

人
々
に
　
幸
せ
つ
な
ぐ
　
消
費
税
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中
学
生
の
　
税 

の 

標 

語

病
院
　
学
校
　
町
中
で
　
わ
た
し
は
税
に
感
謝
す
る

税
の
こ
と
　
勉
強
し
よ
う
　
未
来
の
た
め
に

税
金
で
　
ぼ
く
も
私
も
　
社
会
の
一
員

そ
の
税
金
　
大
き
な
力
に
　
変
わ
り
ま
す

鈴
鹿
市
立
白
子
中
学
校　

 　

１
年　

渡
部　

真
衣

鈴
鹿
市
立
創
徳
中
学
校 　
　

１
年　

山
本　

麻
央

亀
山
市
立
亀
山
中
学
校 　
　

１
年　

吉
川　

花
音

鈴
鹿
市
立
神
戸
中
学
校 　
　

１
年　

北
川　

和
花
奈

税
金
は
　
社
会
を
ま
わ
す
　
潤
滑
油

鈴
鹿
市
立
鼓
ヶ
浦
中
学
校　

１
年　

水
谷　

琉
唯

税
金
で
　
ぼ
く
ら
の
た
め
の
　
未
来
貯
金

鈴
鹿
市
立
白
子
中
学
校　

 　

１
年　

瀬
古　
　

樹

暮
ら
し
を
　
助
け
る
税
金
　
大
切

鈴
鹿
享
栄
学
園 

鈴
鹿
中
等
教
育
学
校 　

１
年　

山
本　

詩
音

税
金
で
　
生
ま
れ
る
笑
顔
　
無
限
大

鈴
鹿
市
立
神
戸
中
学
校　

 　

１
年　

安
慶
名　

あ
み

税
金
は
　
未
来
の
と
び
ら
　
ひ
ら
く
か
ぎ

鈴
鹿
市
立
白
鳥
中
学
校　

 　

１
年　

山
田　

茉
莉

税
金
で
　
み
ん
な
の
笑
顔
　
増
え
て
い
く

亀
山
市
立
亀
山
中
学
校 　
　

１
年　

川
畑　

星
菜

あ
な
た
が
支
払
う
税
金
が
　
み
ん
な
の
笑
顔
の
種
に
な
る

鈴
鹿
享
栄
学
園 

鈴
鹿
中
等
教
育
学
校　

１
年　

稲
生　

百
恵

税
金
は
　
笑
顔
の
花
の
　
種
を
ま
く

鈴
鹿
市
立
神
戸
中
学
校 　
　

１
年　

河
北　

才
輝

鈴
鹿
税
務
推
進
協
議
会
長
賞

鈴
鹿
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

三
重
県
間
税
会
連
合
会
長
賞

鈴
鹿
間
税
会
長
賞

銅　賞

金　賞



亀
山
市
立
昼
生
小
学
校

４
年　

松
井　

友
里

中学生の　税についての作文入選者
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亀山市立関中学校
　　　３年　廣田　万葉

亀山市立関中学校
　　　３年　豊田れのん

鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　２年　草深日花里

鈴
鹿
税
務
推
進
協
議
会
長
賞

鈴
鹿
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

亀
山
市
立
井
田
川
小
学
校

４
年　

伊
東　

花
梨

公
益
社
団
法
人
　

鈴
鹿
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

鈴
鹿
市
立
桜
島
小
学
校

６
年　

北　
　

彩
乃

亀
山
市
立
川
崎
小
学
校

５
年　

松
村　

芽
依

公
益
社
団
法
人
　

鈴
鹿
法
人
会
長
賞

東海税務連絡
　協議会会長賞

鈴鹿税務推進
　　協議会長賞

鈴鹿税務連絡
　　協議会長賞

鈴鹿納税貯蓄
組合連合会長賞

三重県
　教育委員会賞

鈴鹿税務署長賞

金　　賞

銀　　賞

銅　　賞

鈴鹿市天栄中学校
　　　３年　川口陽菜乃

鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　２年　松本　煌世

鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　１年　伊藤菜々花

亀山市立中部中学校
　　　３年　西口　菜摘
鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　２年　中北　光祐

鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　２年　山本　壮史

亀山市立亀山中学校
　　　２年　田中うらら

鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　２年　原　　悠月

鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　２年　若林みちる
鈴鹿市天栄中学校
　　　３年　中川　寧緒
鈴鹿享栄学園鈴鹿中等教育学校
　　　２年　河宮　知子

鈴鹿市天栄中学校
　　　３年　西田　健斗

亀山市立中部中学校
　　　３年　橋爪　涼太

鈴
鹿
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

（敬称略）

小
学
生
の  

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
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鈴鹿市立白子小学校
６年　伊川　奈菜華

鈴鹿市立若松小学校
６年　室　　温子

鈴鹿市立旭が丘小学校
４年　藤村　夏波

亀山市立井田川小学校
４年　早川　陽登

小学生の 絵はがきコンクール

銀賞

銅賞

鈴鹿市立栄小学校
５年　牛山　　凛

鈴鹿市立牧田小学校
５年　守屋　尚澄

金
賞

亀
山
市
立
昼
生
小
学
校

５
年　

伊
藤　

圭
佑

鈴
鹿
市
立
神
戸
小
学
校

６
年　

中
渕　
　

尚

募集者【習字・作文】鈴鹿納税貯蓄組合連合会
　　　【絵はがき】公益社団法人鈴鹿法人会
　　　【 標　 語 】鈴鹿間税会

亀
山
市
立
亀
山
東
小
学
校　
　

５
年　

竹
尾　

柚
希

亀
山
市
立
井
田
川
小
学
校　
　

４
年　

藤
田　

莉
央

亀
山
市
立
亀
山
東
小
学
校　
　

５
年　

林　
　

夏
妃
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